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「日本の高校生『読解力』が世界 15 位から３位に急上昇、その理由とは」朝鮮日報 2023 年 12 月 17
日記事を読む

日本の高校生「読解力」が世界15位から３位に急上昇、その理由とは

１．経済協力開発機構（OECD）が主管する学習到達度調査（PISA）で日本が大幅に躍進したほ

か、韓国も善戦するなど、東アジア諸国が軒並みいい成績を収めていたことが分かった。

２．12 月 6 日に公開された昨年の PISA 順位で、日本は読解力で 81 カ国のうち 3 位となり、直前

評価（2018 年の 15 位）から大幅に順位を上げた。数学的リテラシーも直前の 6 位から 5 位に、

科学的リテラシーも 5 位から 2 位に上がった。韓国も読解力で 4 位、数学的リテラシーと科学

的リテラシーではそれぞれ 6 位と 5 位に入るなど、最上位圏に付けた。なおシンガポールが 3
部門でいずれも 1 位となった。

３．東アジア諸国が善戦する中、特に日本の飛躍が目を引いた。コロナウイルスによるパンデミッ

クで、ほとんどの国が学校の授業に支障を来し、学力低下が現実化する中、順位を大幅にアップ

させたためだ。PISA とは、各国の満 15 歳（韓国では高校 1 年生）を対象に 3 年ごとに実施さ

れる試験で、読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシーの 3 科目から構成されているほか、

最も信頼性のある青少年学力評価として知られている。もともと 2021 年に行われる予定だった

が、コロナ禍の余波により延期され、昨年実施された。81 カ国から 69 万人が参加した。

４．日本の躍進はコロナウイルスによるパンデミック期間中に休校したりオンライン授業に切り替

えたりしたほとんどの国とは異なり、できる限り休校を避け、正常な授業を進めた政策のおかげ

だと日本のメディアは分析した。実際コロナ禍に全国の学校のうち「3 カ月以上休校」した学校

の占める割合を調査したところ、日本は 15.5 ％と、OECD 平均（50.3 ％）よりもはるかに低か

った。一方、日本と違って 3 カ月以上休んだ学校の割合の高いドイツ（71.3 ％）やオランダ（63.7
％）をはじめとする大半の欧州諸国は、今回の PISA の結果で軒並み下落基調を示した。

５．日本の中学、高校は、コロナウイルスの拡散でやむを得ず休校したとしても、生徒たちに図書

館を開放したり、学習プリントを伝達したりしたケースが多かった。こうした政策は、その他の

国と比べて家庭環境など外部要因による影響が比較的少ない、均等な成績上昇につながった。親

の学歴、職業、資産によって分類された 4 グループのうち、最上位グループで成績優秀者（上

位 3 分の 1）の占める割合（38.8 ％）が高かったが、最下位グループでも 10 人に 1 人の割合（10.2
％）で成績優秀者を輩出していた。これは、OECD 平均で集計した最下位グループ内の成績優

秀者の占める割合（2.4 ％）の 4 倍に上る結果だ。
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６．お茶の水女子大学の耳塚寛明名誉教授（教育社会学）は「家庭環境の悪い生徒は学校以外で学

ぶ機会が不足し、休校が長引けば、そのまま学力低下へとつながってしまう」と説明する。

７．日本は 2000 年代初めに詰め込み教育から脱し、創意性と人間性を重視するという趣旨の下、

いわゆる「ゆとり教育」を大々的に導入した。直接知識を植え付ける授業の数が大幅に減った。

しかし、基礎学力の低下、学力格差の拡大、PISA 順位の急落などの副作用が相次いだことから、

2007 年に全国学力評価を復活させ、ゆとり教育を廃棄した。

８．韓国も今回の PISA で善戦したとの評価を受けている。生徒たちの平均点数は全ての領域で 4
年前に比べて同程度か、これを上回った。2018 年に比べて数学的リテラシーと読解力の点数は 1
点ずつ、科学的リテラシーは 9 点上がった。OECD 諸国が得てして成績低下している状況で、

韓国は成績を維持し、順位が上がるなど、コロナ禍の学校閉鎖やオンライン授業による影響が他

の国々よりも少なかったことが分かった。

９．休校の期間もオンライン授業を対面授業とできる限り同じような方法で進めるなど、教育当局

の積極的対応のおかげと評価する声が上がっている。イ・ジュホ教育部（日本の省庁に当たる）

長官は、今回の結果と関連して「コロナ禍以前から教室に無線インターネット網を設置するなど

インターネット環境が整備されており、オンライン教育をする際も、生徒と教師がスムーズに対

話することができた」とし「教師たちがオンライン授業のために積極的に努力し、献身的に取り

組んだことも、学習面での損失を最小限にとどめることができた理由」と説明した。

10．一方、今回の PISA を通じて携帯電話などのデジタル機器が学業成就度にかなりの影響を与え

ているという結果も出た。OECD が行ったアンケート調査の結果によると、授業時間にデジタ

ル機器にょり集中力を欠いた生徒たちは、そのような影響を受けなかった生徒たちに比べて数学

的リテラシーの点数が 15 点低かった。一方、デジタル機器を適切に使用した場合は、むしろ成

績向上につながることが分かった。学校の学習活動で 1 日 1 時間までデジタル機器を使用する

生徒たちは、機器を使用しない生徒たちに比べて数学的リテラシーの点数が 14 点高かった。

OECD は報告書で「デジタル機器を適切に使用することは、むしろ学業成就に肯定的な効果が

見られる。しかし、誤乱用することは否定的」とし「学校現場でデジタル機器の使用を巡りガイ

ドラインがまとめられるよう願っている」と明らかにした。

[コメント]

韓国「挑戦日報」紙が伝えてくれた日本の「読解力」世界 15 位から 3 位へ急上昇の原因分析は

ありがたい。韓国を含め世界各国は国の教育力の水準を上げるために 3 年に一度の PISA 調査を最

大活用しようとがんばっています。
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